
平成２６年度　 佐賀市立嘉瀬小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●心の教育

思いやりの気持ちを持って生
活できているか。

子どもたちは元気で気持ち
のよいあいさつができたか。

・豊かな心育成部を中心に毎
月人権教室を行い児童の人権
意識を高める。
・フリー参観デーに「ふれあい
道徳」を設定し、日頃の取り組
みを保護者や地域に公開す
る。

・あいさつ強化月間を設定し、
学級ごとに目標を決めて取り
組む。

・１１月には、嘉瀬町社会人権・
同和教育推進協議会と協賛で、
「いのちをいただく」の著者坂本
義喜さんを招いて食と命につい
て考える講演会を開催した。
・保護者アンケートにおいて９0％
の保護者が「学校は、命を大切
にし、いじめがない、豊かな心を
育てる教育に、よく取り組んでい
る・だいたい取り組んでいる」と答
えている。
・毎週水曜日の朝は、児童会が
中心となり、全校児童が交代で
あいさつ運動に取り組んだ。
・フリー参観デー保護者アンケー
トにおいて６月は９２％、１０月も
９３％の保護者が「家庭や地域で
あいさつを、よくしている・まあし
ている」と答えている。

・次年度も命の大切さについて考える
講演会等の開催を検討していく。

・保護者にも呼びかけあいさつ運動を
広げていきたい。

教
育
活
動

●いじめ問題へ
の対応

いじめの早期発見、早期対
応ができたか。

・毎月１日にいじめアンケートを
実施し、児童の状況把握に努
め、いじめの早期発見、早期対
応に努める。

・本年度、いじめと認知した事案
はなかった。
・児童アンケートにおいて８７％
の児童が「友だちをいじめたり、
差別したりしないで、仲良くするこ
とが、よくできた・できた」と答えて
いる。

・今年度に引き続き、毎月１日にいじめ
アンケートを実施し、いじめの早期発
見に努めるとともに、不安を持つ児童
に対する個別対応を充実させていく。

教
育
活
動

○地域とともに
発展する学校

地域連携を柱とした教育活
動の実現と広報ができたか。

・生活科、総合的な学習および
教科等の授業へゲストティ－
チャーを活用する。
・新聞等への記事の投げ込
み、学校だより、学年・学級便
り、ホームページ等を活用し活
動の様子を保護者や地域に発
信する。

・本校の特色である「地域連携教
育」については、学校行事と地域
行事の連携、学習活動への地域
の方々の協力・支援など、学校・
保護者・地域が密接に連携した
教育活動がスムーズに実施でき
た。
・保護者アンケートにおいて９
６％の保護者が「学校は、地域と
共に発展する学校づくりをめざし
た学校運営に、よく取り組んでい
る・だいたい取り組んでいる」と答
えている。

・児童数・学級数減に伴い、地域と連
携した活動の実施方法をカリキュラム
レベルで見直しながら実施していく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

○読書習慣の
定着

子どもたちに望ましい読書習
慣が形成できたか。

・お勧めの本紹介、必読図書
選定で読書を楽しむ環境を作
り、１００冊読んだ児童には認
定証を授与する。
・「家読」デーを毎月実施し、家
庭での親子読書を推進する。

・約７０％の児童に、１００冊認定
書を授与することができた。高学
年の児童の中に、よく読書をして
いるがページ数が多く１００冊を
達成できないものもいる。

・高学年の児童に対して、８０００頁読
破認定証を目標にさせるなど工夫し、
望ましい読書習慣の形成を進めてい
く。

教
育
活
動

●健康・体力つ
くり

子どもたちに望ましい生活習
慣が形成できたか。

・ノーテレビ・ノーゲームデーを
毎月実施し、基本的な生活習
慣の定着を図る。

・自分で計画を立て、実践するこ
とができるようになってきた。
・９０％の児童が毎月１日のノー
テレビノーゲームデーを実施する
ことができた。

・家庭の協力が難しい児童への支援と
日常化への工夫が必要である。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●学力の向上
基礎学力の向上を図ること
ができたか。

・算数における児童の実態に
応じたＴＴ、少人数指導、個別
指導などを計画的に実施す
る。
・行事などと関連させ書く活動
を工夫する。
・「家庭学習のすすめ」を作成
し、家庭と連携した学習習慣の
定着を図る。

・児童アンケートにおいて９３％
の児童が、「授業の内容が、よく
分かる・分かる」と答えている。
・保護者アンケートにおいて９
３％の保護者が、「学校は、学力
の定着・向上およびコミュニケー
ション能力の向上に、よく取り組
んでいる・だいたい取り組んでい
る」と答えている。

・家庭と連携し「家庭学習の手引き」を
より活用していく方法を検討していく。

学
校
運
営

○教職員の資
質向上

授業力向上の研修の充実を
図ることができたか。

・校内研究の計画にそって「伝
え合う活動」を取り入れた研究
授業を全員がおこなう。
・全職員が教科主任として初任
者研修に関わる。

・今年度の校内研究は、生活科・
総合的な学習の時間のカリキュ
ラムの見直しをすることとなった
ため全員授業は行わず、実践記
録の作成をした。
・初任者の研究授業の際は、授
業研究会をおこない職員で研修
を深めることができた。

・新年度の校内研究の計画にそって、
研究授業を全員がおこなう。

教
育
活
動

●ＩＣＴ利活用教
育の推進

教職員のＩＣＴ利活用教育の
スキルアップが図れたか。

・教育情報化推進リーダーを中
心に電子黒板の使い方の研修
をおこない全職員がいつでも
使えるようにする。

・全学級に電子黒板が導入され
教育情報化推進リーダーを中心
に計画的に研修を行い、どの学
級でもほぼ毎日活用するように
なった。

・さらに研修を深め、ノウハウの共有
等、効果的な活用法を検討していく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

特定
課題

●小学校低学
年の学習環境
の改善充実

生活習慣・学習習慣の定着
を図ることができたか。

・「わくわく」を活用し、具体的な
目標を設定し、生活習慣・学習
習慣について指導する。

・設定した目標すべてにおいて
「達成」「おおむね達成」すること
ができた。学級便り等での保護
者への啓発、宿題や道具の準備
の保護者チェックが効果をあげ
ている。

・学校栄養職員と協力し、食育の授業
を行ったり、望ましい生活習慣の形成
についての講演会を計画したりして、
保護者の啓発に努めていく。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・毎月１日のノーテレビノー
ゲームデーの実施率を９
０％以上にする。

・毎日朝食を取る、明るい
返事ができる、正しい姿勢
で学習できる、宿題を毎日
提出する等の目標達成を
「おおむね達成」以上にす
る。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

３　目標・評価

①　豊かな人間性を育む

具体的目標

・保護者による評価において、
「命を大切にし、思いやりのあ
る豊かな心の教育に取り組ん
でいる」の評価を９０％以上に
する。

・フリー参観デーのアンケート
において、「子どもたちのあい
さつの様子はよい」の評価を９
０％以上にする。

・児童アンケートにおいて
「友だちとなかよくできた」の
評価を９０％以上にする。

Ａ

③　確かな学力の向上及び教職員の資質向上

具体的目標

・担任等全員が研究授業を
実施しする。
・初任者研修を全職員の研
修の場とする。

Ｂ

・週１回以上は電子黒板を
活用する。 Ａ

達成度

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

達成度

Ａ

Ｂ

Ａ

②　生活習慣、読書習慣の定着

具体的目標

・保護者による評価におい
て、「地域連携教育に取り
組んでいる」の評価を９０％
以上にする。

達成度

　本年度は、３つの重点目標「①豊かな人間性を育む　②生活習慣、読書習慣の定着　③確かな学力の向上及び教職員の資質向上」を掲げ、学校教育目標の実現に向けた取り組みを全職員で実践してきた。その結
果、保護者アンケートにおいては、学校の取り組みに対し、ほとんどの項目で90％以上の保護者が「よく取り組んでいる」「だいたい取り組んでいる」と答え、保護者の満足度は高いという結果がでている。また家庭で
の取り組みにおいても、子どもへよく働きかけているという結果が出ている。これは、学校の取り組みが保護者の理解を得て、保護者への啓発につながっていると考えられる。これらのことから、本校の学校教育目標
である「ふるさと嘉瀬を愛し、青藍の心を高め、心豊かにたくましく生きる児童の育成」に迫ることができたと考える。
　次年度は、本年度見直した生活科・総合的な学習の時間における地域と連携した教育活動等について、実施しながら改善点について検討していく。校内研究では、全員研究授業に取り組み授業力向上を図ってい
く。「いじめ問題への対応」「読書習慣の定着」については、改善を加えながら取り組みを継続していく。

ふるさと嘉瀬を愛し、青藍の心を高め、心豊かにたくま
しく生きる児童の育成

①  豊かな人間性を育む
②　生活習慣、読書習慣の定着
③　確かな学力の向上及び教職員の資質向上

・８０％以上の児童が、１００
冊認定証をもらう。

・児童アンケートにおいて、
「授業の内容がわかる」の
評価を９０％以上にする。
・保護者による評価におい
て、「学校は学力の向上に
取り組んでいる」の評価を９
０％以上にする。

具体的目標

達成度

Ａ

Ｂ

Ａ

達成度 Ａ：ほぼ達成できた    

Ｂ：概ね達成できた     

Ｃ：やや不十分である  

Ｄ：不十分である    


